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全国学力・学習状況調査 より

４月に実施された、３年生の全国学力・学習状況調査の結果が返ってきました。３年
生は国語・数学で実施されました。国語は、県平均・全国平均を上回りましたが、数学
は県平均を上回ったものの、全国平均より2.5ポイント下回りました。
改めて、自分の苦手分野を克服し、日頃の授業を大切にするとともにわからないとこ

ろは、担当の先生への質問も積極的にしてください。以下に、各教科の結果と課題につ
いてお知らせします。（１年生と２年生は県学習到達度調査として国語・数学・英語で実
施され、3年生英語は県調査が行われそれぞれ分析と考察は８月号に掲載しています。）
全国学力・学習状況調査（３年生）
国語科･･･本校の平均正答率は59％で全国平均より1.1ポイント上回りました。作文課題

においては、無回答率が少なく正答率も高かったです。授業において、作文課
題に取り組んでおり、条件に従って書く力が身についてきています。書くとい
うことに関しての苦手意識が見られなくなっています。
課題としては、対話文や物語をどのような意図で書かれているかについて捉え
ることに難しさが見られます。情景などを想像して読み取る力に課題が見られ
ます。

数学科･･･本校の平均正答率は50％で全国平均より2.5ポイント下回りました。等式変形、
一次関数の式とグラフの関係、グラフの傾き、切片、交点については理解でき
ていました。課題としては、連続した２つの偶数を、文字式で表したり、数学
的に説明する所、データ分析等に難しさが見られます。

全学年を通して、国語に関しては、ただ文章を書くだけでなく、資料を読み取り、多
様な課題や資料に対応し、文章化する力を身につける。数学では、ひとつの問題でもい
ろいろな角度から考える。英語科では、理解したことを自分の言葉でまとめて英語で表
現する力をつける等を目標にしていきます。現在学校として取り組んでいる少人数授業
・TT授業・補充学習などを通して学力向上に取り組んでいきます。

質問紙調査（3年生）
朝食を毎日食べている・起床時間がいつも同じくらいで生活習慣が安定している人が

全国平均よりも多かったです。睡眠時間が確保されているのか振り返ってください。
家庭で学習している時間（平日 塾も含む）は３時間以上9.3％、２～

３時間20.9％、１～２時間44.２％、１時間未満25.6％（うち全くしな
い0％）でした。塾などで学習する時間だけでなく、家庭で自分で学習す
る時間も確保してください。3年生はクラブチーム活動も終わり、自分の
ために使える時間も増えていると思います。計画を立てて、家庭学習に
取り組みましょう。

９月の主な行事
９月 ２日（月）登校指導
９月 ３日（火）～５（木）2年職場体験
９月 ２（月）．４日（水）ＡＬＴ来校
９月 ６日（金）国際交流事業 西帰浦市との交流
９月１０日（火）秋季那賀地方陸上大会
９月１７日（火）登校指導
９月１９日（木）３年文化庁公演ワークショップ
９月２６日（木）体育祭 予備日２７日

２学期がスタートしました・・・

夏休みが終わりました。皆さんどうでしたか？長かったですか、それとも短かったです

か？この夏休み中で、どんな学びがあったでしょうか。みんなそれぞれ多くの体験をし、

成長したのではないでしょうか。２学期がスタートする機会に改めて考えてもらいたいこ

とがあります。

それは、周囲から応援される人になるにはどうしたらいいか考え学校生活を送ってもら

いたいということです。それは、「なりたい自分」を目指すだけでなく、「ありたい自分」

を目指してもらいたいということです。多くの人は、「なりたい自分」を目指しているの

ではないでしょうか。ただ「なりたい自分」を目指すだけでは本当の成長・成功にはつな

かりません。「ありたい自分」とは、つまり人間的な成長・成功でありそこを目指しても

らいたいです。ただ、人間的な成功（ありたい自分）というのは、ゴールはなく、自分の

ためだけに達成するものではありせん。「誰かのために」という言葉がついてこそ得られ

るものです。それは、これからの自分自身の生活を豊かにするものであり、自分自身を成

長させる原動力になるからです。

皆さんには、一度そのあたりのことを考えて日々の自分の生活を見つめ直してもらいた

いと思います。ただ、「ありたい自分」を目指すというのは答えはあってないようなもの

です。答えは、自分自身で見つけ出していくものであり創りだしていくものだからです

「１＋１＝２」のように簡単に答えが分かりやすいものではありません。「1+1＝3と

か4」という答えになることもあるかもしれません。いつも言っていますが、これから皆

さんが生きていく社会は、答えのない問題や課題に対応し、自分で答えを見つけ出してい

くことが求められます。皆さんが生きていく時代はそんな時代です。何が正しいか、自分

の目で見て判断して行動する。それができない人はこれからの社会では対応していくこと

はできません。厳しい言い方ですが、これが、これからの時代を生きていく上で最も求め

られている必要な力です。そのためには、物事を一つの方向からだけで見て判断するので

はなく、別の角度や見方をして、深く考え、自分自身の考えを持って

いく。それができる人がこれからの社会では求められていくでしょう。

そのためには自分の応援してくれる人をどれだけ多く作っていくか。

応援してもらえる人になるにはどうすればいいのか。自分の生き方、

過ごし方について考えてみて欲しいと思います。


